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研究成果の概要（和文）：本研究では、インターネット上に、若者のコミュニケーションの重要な手段の一つと
なっているSNSを利用した、学習者が互いに学び合う「英語のコミュニティ」を構築し、そこで展開される参加
者の英語そのものとコミュニティへの参加意欲を分析した。その結果、英語については、初級者は相手をあまり
意識せずにすでに習った英語を使って自分なりの表現を生み出そうとするが、中級へと進むにしがたい、相手の
発言内容を意識した表現ができることが分かった。また、コミュニティへの参加意欲は英語力とは相関が少な
く、むしろ議論するトピックへの興味が大いに影響することが分かった。

研究成果の概要（英文）：In this research project, firstly, we constructed an “English Learning 
Community” on the Internet based on participants’ mutual learning by using SNS, which is now one 
of the major communication tools among young people. Secondly, we analyzed the English used by 
participants in the learning community and their eagerness to participate and discuss in the 
community. The analysis shows limited proficiency level students try to express themselves by using 
already-known English expressions with little consciousness of other participants. On the other 
hand, intermediate students try to understand other participants’ opinions well and then try to 
express their own opinions in English. With regards to the participants’ eagerness to discuss in 
the community, their English level doesn’t have a strong influence, but their interest in the 
discussion topics is a crucial factor for participation.

研究分野：英語教育

キーワード： SNS　英語コミュニティ　TED　Moodle
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
現代の若者にとって、英語およびコミュニ
ケーション・スキルの習得は非常に重要であ
るという社会的な認識を背景に、マスメディ
アにおいても英語教育の重要性が叫ばれ、社
会には様々な英語教材が溢れている。しかし、
その多くは個別学習あるいは一対一の学習
を基盤としており、その中に位置するインタ
ーネット上の教材も同様であるように思わ
れる。インターネットを利用して学術的な内
容を学ぶ教育システムとしては、世界の一流
大学が講義をオンラインで無償提供する
MOOCs(Massive Open Online Courses)がある
が、多くの日本人英語学習者が一足飛びに英
語でMOOCsに挑戦するのはかなり難しい状況
にあると思われる。 
そこで、SNS（Social Networking Service）
のようなユビキタスなシステムがコミュニ
ケーションの主流となっている若者に対し
て、従来型の学習形態ではなく、同程度の英
語能力を持つ学習者同士が、パソコン、タブ
レット型端末、スマートフォン等を利用して
情報を共有し、メッセージを伝え合う「学び
のコミュニティ」を構築することの必要性が
迫られている。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、まず第一に、上記のよう
な状況下で、SNS をプラットホームとして、
教員も学習者も「共に学び合う」という共通
認識のもとに、情報を共有し、メッセージを
伝え合う、英語を媒介とする「学びのコミュ
ニティ」を形成することである。 
そして次に、インターネット上に構築した
この「学びのコミュニティ」における学習者
の使用する英語を分析し、さらに学習者の
「コミュニティ」への参加意識の分析を通し
た学びの様相を明らかにすることで、インタ
ーネット時代の新しい英語学習システム構
築の資とすることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、インターネットを介在する
「学びのコミュニティ」の構築の第一歩とし
て、オーセンティックで興味深いビデオと
SNS を有効に活用して、誰もが自由に参加で
きる場をインターネット上に構築すること
によって、一方向型の学習から参加者同士の
自主的な「学びのコミュニティ」の形成が図
れるのではないかと考えて TED（Technology 
Entertainment Design）Talks のビデオを利
用したシステムを立ち上げた。 
 具体的には、以下の構成からなる Moodle
を基盤としたオンラインコミュニケーショ
ンシステム（通称“TEDiscussion”）を構築
し、題材であるビデオを参加者全員が視聴し
て内容を学び、英語で意見やコメントを書き
込むという形で参加する「学びのコミュニテ
ィ」を立ち上げ、実践し、評価した。 
 

【TEDiscussion の構成】 
TEDiscussion は、TED Talks のプレゼンテ
ーションの内容について英語でディスカッ
ションする場であり、参加者は、登録した ID
とパスワードで、自分の好みの端末から、い
つでもどこでも、このサイトにログインして
ディスカッションに参加できる。また、より
豊かで内容を掘り下げたディスカッション
ができるようにするため、ビデオの内容理解
を助け言語面でのサポートをする、いわゆる
足場作り(scaffolding)のための仕掛けを備
えている。図１は、プロトタイプとして作成
したユニットの画面であるが、各ユニットは
①TED Talks ビデオ、②日本語および英語の
スクリプト、③協働で作成する語彙リスト
(Glossary)、そして④実際のディスカッショ
ンの場(Forum)で構成されている。 

１．埋め込みビデオ

２．日英スクリプト

３．Glossary

４．Forum

 

図１ TEDiscussion の画面構成 
 
① 埋め込みビデオ 
Moodle に埋め込まれたビデオは、全画面表示、
字幕のオン・オフ、および多くの場合、字幕
の日英選択が可能である。参加者は個人で繰
り返しビデオを視聴することができる。 
 
② 日英のスクリプト 
 日・英のスクリプトが容易に入手可能で、
それらを読んで内容を自主学習できること
も TED Talks の利点のひとつである。
TEDiscussion では、日本語と英語のスクリプ
トを PDF または Word ファイルとしてダウン
ロードできるようにした。 
 
③ Glossary 
Glossary は、Moodle に標準的に備わってい
る「みんなで作る用語集」機能である。同じ
ビデオを視聴した参加者が、「単語カード」
を作るように、スクリプトで学んだ単語や表
現とその意味をそれぞれの欄に入力して投
稿すると、その単語カードが参加者全員で共
有される。 
 
④ Forum 
Forum も Moodle に標準的に装備されている
「ディスカッション・ボード」機能であり、



本プロジェクトの主要部分である。Forum で
は、教師が投げかけたトピックの議論に参加
するだけでなく、自らも自由にトピックを挙
げて新たな議論を展開させることもできる
システムになっている。 
 
４． 研究成果 
１）学生間のインタラクションと英語の変
化について 
 TEDisucssionのFORUMに投稿した学生の英
語の分析は，①動画からの情報－日英語のス
ピーチ・スクリプトと字幕，②ディスカッシ
ョンの口火となった質問，また③他者の書き
込み，の３点のリソースを，参加者が自らの
発話にどのように取り入れているかという
視点で行った。 
【英語初級者】 
 全体的に多様なリソース、たとえば教員の
英語表現などを参考にしながら、自分の表現
を生み出そうとする姿勢が見られた。しかし、
TED Talks や他の投稿者の内容へ対応する過
程はほとんどみられなかった。学生の返信に
おける第一の特徴は英語表現の模倣である。
学生の発言（投稿）に TED Talks や教員の英
語を取り入れようとするが，必ずしも正確に
模倣できていなかった。たとえば、If you 
felt like you were in a rut, what would you 
do?という質問に対し、教員の返信は”When I 
feel like I am stuck in a rut...”と始ま
る。これを参考にして，次のように模倣した
学生の返信があった。When I felt like I’m 
in a rut,.../When I feel like I was in a 
rut,...つまり意味を理解する際に日本語の
過去時制が意識に挿入されたものと思われ
る。また TED Talks にある馴染みのない表現
を別の言葉で置き換える傾向(in a rut 
➡mannerism➡in a wheel track)が見られた。
さらに，対話が始まると，通じるように努力
し，まとめようとする。表現を創造する姿勢
(riding on the flow ←go with the flow: 流
れに乗る) が見られる。また辞書を使用して
自分の気持ちにあった表現を探して発言に
取り入れている傾向が見られた。 
【英語中級者】 
 FORUM に投稿する前段階として，4 月の授
業ではライティングまで含めたリーディン
グ活動－World Water Day 2015: Executive 
summary(UNESCO)の要約を行った。このため
に、読んだ内容を理解し，キーワードを選択
して，自分の考えを入れながら書く形を
FORUM でも観察することができた。まず、What 
do you think of the digital woods and 
trackers?という質問に対し、講演者の Kovac
氏が開発したLightbeamというインターネッ
ト検索の追跡ソフトをダウンロードして使
い、Kovac 氏と強く場を共有し書き込みをし
ている参加者もいた。そのため installed, 
add-on, collusion, fully realized, 
exposed, navigated, tracked, sites, 
surface, など Kovac 氏の話す英語を多く使

用し，自分の意味に対応した表現にするため
に，とくに文構造を生成的に変形している。
たとえば，”I have navigated just 39 sites 
in a week, I have been tracked by 227 
sites.” に対して，「それまでは目に見えて
いるものしか気にとめなかった」ことを表現
するために“I had just taken care of a 
surface”のように過去完了形を使った。上
述の事例は、社会実践的な経験を通して、学
習者は自分が伝えたい意味が明確になり，そ
れに伴って言語表現も生成するようになる
ことを示唆している。 
 
２）「学びのコミュニティ」への参加意識
について―投稿語数に見る交流意欲とそれ
に対する影響要因の分析― 
今回のプロジェクトに参加した８つの教
育機関のうちのF大学に所属する２年生８８
名。共通教育の英語科目履修者（選択必修）
を対象に、Forum に投稿された英語データ、
参加者のアンケート調査、アルクネットアカ
デミーのレベル診断テストを利用し、参加者
の英語力と参加意欲の相関を分析した。分析
結果は以下の通りであった。 
【投稿語数から見る影響要因】 
(1)英語力の影響を調査したところ、英語力
が高いほど投稿語数が多いだろうという一
般的予測に反して、英語力上位群と下位群の
間に有意な差は見られなかった(t = 1.023, p 
> .05)。しかしながら、人数は少ないものの
投稿に参加しなかった学生と投稿した学生
の英語力には有意差が見られた(t = 2.770, p 
= 0.011)。つまり、英語力の低い学生は最初
から投稿すること自体をあきらめてしまっ
た様子がうかがえる。このことから英語力は
投稿意欲に影響したと考えられる。 
(2)投稿語数と TED Talks 視聴回数について
調査した。視聴回数１回、２回、３回以上の
３グループ間の投稿語数の平均を調べたと
ころ、視聴回数の多いグループほど投稿語数
が多かったことが分かった。投稿に意欲的な
学生は、TED Talks を繰り返し見ることによ
って、投稿に利用できる英文や語彙などの言
語的要素、また自分が意見を述べたい箇所を
探したものと思われる。 
(3)投稿動機は「教員の指示」と答えたグル
ープと、そうではないと答えたグループの投
稿語数を比較したところ、両群間に有意な差
は見られなかった(t = 0.639, p > .05)。投
稿行為の開始は教員の指示によるものであ
るが、成績に影響するから投稿したというよ
うな外的要因を挙げた学生と、成績とは関係
のない内的要因を挙げた学生の投稿語数に
は差が見られなかった。 
【自由記述から見る影響要因】 
 分析のうち、投稿阻害要因を中心に述べる
と、以下のことが伺えた。まずは、本名での
投稿を好まない学生が少なからずいたこと
が挙げられる。これについてはニックネーム
の使用を検討すべきであろう。また、投稿件



数が多すぎてどこに返信したらよいのかわ
からないという意見もあった。意見交流の適
正規模はどれぐらいか、今後検証する必要が
ある。また、投稿しなかった学生からは、TED 
Talks の内容が難しすぎた、英語での意見の
述べ方がわからなかった、TED Talks のトピ
ックに関心が持てなかったなどの意見が寄
せられた。英語レベルの異なる複数のトーク
をボード上に呈示、学習者の専門分野や興味、
また英語レベルに応じて選択させる工夫が
必要であると思われる。 
 
３）事前アンケートと事後アンケートから
見えること 
 TEDisucssion を実施する前後にアンケー
トを実施しているが、その回答から見えるこ
とをまとめる。参加校としては、K1 大学(79
名)、T 大学（24 名）、K2 大学 (23 名)、G
高専(8 名)、H 大(1 名)の 5 校、135 名とな
るが、そのうち「英語で意見交換をしたこと
がありますか」という質問に対して、「ある」
と答えたのは 22 名で、84 パーセントの学生
が未経験であった。この質問と「英語でコミ
ュニケーションをしたいと思いますか」とい
う質問を合わせて分析すると、「ある」と答
えた学生の方が、「ない」と答えた学生より
も英語でコミュニケーションしたいという
意欲が少し高いことが見て取れる。 
 実際にはどうだったかというと、「どこま
で参加しましたか」という質問に対して、英
語で意見交換した経験のあるなしにかかわ
らず、英語でコミュニケーションする意欲の
ある 3分の 1から半分くらいの学生が「他大
学の視聴」を行っている。しかし、それ以上
踏み込んで他大学へ書き込んだり、他大学の
学生に返信したりすることは、どちらも躊躇
している場合が多かった。 
 しかし、では、他学への関心が低いかとい
うと、コミュニケーションの意欲が高い学生
ほど関心は高く、8 点満点でいずれも 6 点以
上の平均値をとっている。その理由として、
こちらから提示した「他大学の学生の考えを
知りたい」と「他大学の学生の英語力を知り
たい」の２つについて、4 点満点で評価して
もらったところ、平均値は、若干「英語力」
のほうが高かったが、これは決定的なもので
はなかった。この値も、経験のあるなしにか
かわらず、コミュニケーションの意欲が高い
学生のグループほど高くなっていた。 
 
４）教育的示唆と今後の課題 
本研究は「教えない」英語教育（学習者が
日英語スクリプトや他者の投稿英文を模倣
することによって英語を自律的に学ぶこと）
を基本に、お互い同士での英語のコミュニテ
ィの構築を目指すものである。しかしながら、
英語力不足を感じて投稿を控えた学生や意
見の述べ方がわからなかったと回答した学
生がいたことから、あくまでも自主的にとは
いえ、レベルに応じてコアとなる英語表現を

授業で扱うなどの工夫が必要であると思わ
れる。 
本研究では投稿語数が投稿意欲の表れで
あるという立場でデータ分析したが、本当に
そうかどうかについては今後の課題とした
い。また、アンケート回答では、題材として
選択したTED Talks の内容やニックネームの
使用が投稿語数の増加につながることが示
唆されたが、これらについては今後さらに検
証を重ねる必要があろう。 
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